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地理総合を見据えた中学校の充実した地誌学習について考える

A geographical synthesis is considered about topography learning a

contemplated junior high school enriches.
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　地理総合の必修化が決定され、地理総合の素案が出されてから、新しい授業のあり方について様々な授業研

究が報告されるようになった。しかし、これらの報告は全て中学校の地理の学習が全て定着したという前提で

なされているものと私は考えている。しかし、この前提は日本の全ての中学校に当てはまらないようであ

る。そこで、中学校の地理の授業において、何を教え、何を理解させ、どのような能力を育てるべきか、つま

り地理総合の根底にある中学校の地理における「充実した地誌学習」を行うために取り組んでいることを報告

する。 

 

　中学生に徹底させるべきことは位置・場所・地域の概念である。世界地図を見て、国がどこにあるのか、日

本との位置関係はどうなっているか、国が属する大陸の中における位置関係はどうなっているか、地域を見る

視点を調節して各国の位置が生徒の力で指し示すことができるのか、これが一番の課題であると考えてい

る。そのため、授業において地図を開かせる際にすぐに国や地域の拡大図にいくのではなく、常に日本との位

置関係を意識しながら国や地域に迫っていく方法が正しいと考えている。 

 

　たいていの教科書は自然環境、歴史や文化、産業、地域が抱える課題の順番でページが構成されている

が、この順番を縦割りにすると一問一答型の授業に陥ってしまい、用語だけが先行してしまう。様々な特色が

相互に関連し合っていることを意識した上で授業を行わないと、生徒は暗記型の思考をし始め、位置や地域な

どと関連しなくなり、グローバルな視点で地域を理解することが難しくなる。そのため、学習した知識を利用

して新しい知識を獲得していき、他の地域に応用させていく授業展開が望ましいと考えている。また、ある地

域や国の学習をしている途中で、突然違う地域や国の話をして内容が関連できるかを確認することも必要では

ないかと考えている。 

 

　以上、地理総合に向けてどのようにして中学校の地誌学習を充実させるべきかを提言する。
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